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はじめに
最近のカウンセリ γグの中心課題は， r技術lより脱却して，カ



































































うととは決めるべきととであるとね。 (YUl PAS) 
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(3 ) 懇話的休止;クライエントがカワンセラ のー反応，つまり
カワYセラー に是認・忠告・助言を求めているもの。 d


































































イダー ，シー マYの研究等を参考とする今後の研究が必要であ ワンセラー的態度を教師たるものすべて学ばなければならないと縞
る。 感した。とれはあたかも進路指導の研究が学級担任教郎に強〈要求








とれまで何気なく生徒に話しかけてきた言葉をいまととに思いう 「カワ Yセリングの基礎l 伊東博訳編 議信書房 1960年
かべてみると，耐えがたい戦りつを覚えるのである。 rカワンセ 1)ングと心理療法l伊東博訳 議信書房 1902年
"何という指導意識の強き!f r学校カワyセリングl伊東博監修 誠信書房 1963年
生徒が「うまく発言しないIr自主性がないl…ーなど教飾側 「心理療法の技術l 鈴木清編 目;本文化科学社 1961年 他
にも大いに原因がありそうである。
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